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 この授業は公開研究会の一日目に６年４組で「本時」

をする予定だった。本校は４年生以上は「教科担任制」

をとっているので、研究授業前には、他のクラスで先

行して授業をすることができる。今回もまず１～３組

でさまざまな方法を試してみた。 

 

 これは、６年３組の授業で使用した「記録シート」

である。火山地形をアナグリフ化したものを立体視で

観察してその記録をとる為のものだ。単にノートに表

を書かせて、そこに記録しても良いのだが、私にとっ

ても子どもたちにとってもやったことのない授業な

ので、安全策をとったのだ。記録の項目はできるだけ

少なくし、「火山の名称」「気づいたこと」だけにした。

このクラスでは２０種類の画像を配布して自由に観

察させたが、時間的にもすべて記録することは難しい

ので、１０の火山を記録できるようにした。しかし使

わせてみて、やはり改善点が見つかった。 

 

 この子どもはよく記録している。火山のそれぞれの

火山地形の特徴をよく読み取っていて、その記録（文

章化）も的確である。１時間（４０分間）でここまで

書ける子どもはあまりいない。この子どもの記録（探

究）を少し分析してみようと思った。 

 

「浅間山（長野・群馬）」頂上がくぼんでいて（２重）

谷のようになっているところもあり、火山が連なって

いる。古いところなのか、川のようになっている」 

 浅間山の複式火山の特徴をよく読み取っている。更

に、現在活動そしている「釜山」よりも古い外輪山の

浸食の様子も読み取り、それを「古い」（時代が前）

ということにも気づいている。大切なことはこの子ど

もの探究を、教師がしっかりと読み取ることだろう。 


